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。言語活動の目擦を明示しラ

では以下の手

。「伝えたい」「知りたい」という気持ちをくすぐる指導の工夫

相手の立場や考え方を尊重しながら自分の考えを表現することができる学習環境

気付きが生まれる学び合い

明確な指導目標のあるコミュニケーション活動の充実

さまざまなタイプの学習者にあった学習方法の提示

きる評価の工夫

外国語活動・

その目標への成長を子ども

。子どもが「思い」を抱くことのできる教材の工夫

マA一人一人が問いをもち追求する

して子どもの宵蹴警告関iこ諜語審査尊皇官、親け

かったしラ

よかったです。

（児童A)

。今日は友だちにパンフレツトを使って松江のよさを伝えました。 1回目は相手の顔が見ら

'OK？”なども言えなかったけどラ 2回目はちゃんと見られて， "OK？”もちゃんと聞

外国の人に伝えるときにはもっと大きな芦で分かりやすく伝えたいです。

。私たちは色紙に漢字を書いてその漢字について紹介しました。パーブエクトに伝えることはできなかったか

もLれませんが句私の言うことそと真実1／に聞いてドさって「外匡！の方と自分の言いたいことを英語で話せてい

よんだ」ということを感じることができました。（中略）外国の方と話せている喜びもあったしヲ日本の文

化を分か》ってもらえてヲそれについて三宅島えて下さってうれしかったです。 （生徒B)

O私たちはジブリについて紹介しました。私自身ジブリがとても好きなので外国の方に気に入ってもらえ七と

てもうれしか uったです。外国の方を前にすると自分が使っている言葉や文がこれでいいのかーとても不安で

したが，伝わっているようだったのでヲ自分の言葉が伝わるのはとても感動する出来事でした。 （生徒C)

O僕はアメブトやNBA，メジャーリークなどをよく見るのですがうインタビューやアナウンサーの解説など

を聞いていると内容が3分の 1から半分くらいはわかったのでヲこれも学習の成果かなと思います。（以下略）

（生徒D) し1」「矢口り子どもがそれぞれの「患いJを抱くことができるような教材との出会いが必要である。

「｛云えたい」という気持ちをくすぐるような仕掛けを授業の中に盛り込み，他教科との関連が

たり，自分との関わりが深いものであったり 9心が動く教材との出会いを教師は設定する必要がある。

またヲ単元を構想する際にはラ相手意識や目的意識をしっかりともって活動できるような工夫

行い，コミュニケーション活動の充実を図らなければ設らない。さらに，気付きが生まれるよう

学び合いの場を設定することも教師のはたらきかけとしJては欠かせない。自発的な向いに対して子

ども自ら学び合いで気付きを得て学びを深めるのである。しかし9 主体的な学びの意欲があっても

ければ継続的な学びとはならない。学びの歯車を回すのが「知りたい」とし、う気持ち

であるならばq 学習手段は歯車そのものである。そこで，学習者にあった学習方法を提示すること

も教師のはたらきかけとして行っていきたい。
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に，この学びの

では毎時間「ふりかえり！（自己評価）の持活！

気付きをより広げるふりかえりの在り方

自分の言いたいことを伝えることができてうれしい

いという自分の成長が感じられるようなふりかえり

学び続けることを可能tこすると
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児童Aは1回目の会話で自分ができなか匂った点を自覚しヲ 2回目の会話ではそれができたことへ

の喜びを感じている。そしてラ今後の英語学習への課題意識をもち，取り組む意欲ももっているこ

とが分かる。また9 生徒Bと生徒Cのふりかえりは外国の方に日本の文化について紹介した時のも

のである。どちらの生徒も自分が伝えたい内容があり，それを伝える手段として英語を用いている。

その結果として，流暢な英語ではないが，外国の方と英語でコミュニケーシヨンを図ることができ

たときの感動や喜びを感じている。生徒Dは中学校3年間の英語学習を振り返って感じたことを記

している。自分の学習の成果を実感するとともに，英語を自分の日常の生活と結びつけてとら

いることがうかがえる。
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